
平成24年度政策評価・施策評価基本票

評価対象年度 平成23年度 施策評価シート（震災復興用） 政策 6 施策 3

施策名 3 生涯学習・文化・スポーツ活動の充実 施策担当部局 教育庁，環境生活部

「宮城県震災
復興計画」に
おける体系

政策 6 安心して学べる教育環境の確保 評価担当部局
（作成担当課室）

教育庁
（生涯学習課）

【教育】

施策の方向

（「宮城の将来
ビジョン・震災
復興実施計画」
の「震災復興実
施計画」の行動
方針）

❶社会教育・社会体育施設の復旧と生涯学習活動の推進
◇　震災で被害を受けた社会教育施設の復旧を急ぐとともに，社会教育施設を核として，防災教育や地域づくり活動等のリーダー養
成，被災時を想定した研修を実施するなど，地域コミュニティづくりに向けた生涯学習活動を促進する。
◇　社会体育施設の早期復旧を図り，健康で明るく活力に満ちた生活を送ることができるよう，県民が身近にスポーツに触れる機会を
創出する。
◇　今回の震災を後世に伝える環境を整備するため，震災に関する図書・雑誌・映像などを収集する。
❷被災文化財の修理・修復と地域文化の振興
◇　文化財の保全・保護に向け，速やかに保存管理のあり方の検討や被災した文化財調査を行い，震災で被害を受けた貴重な文化
財の修理・復元や歴史・民俗資料の保全に努める。
◇　郷土の伝統的な文化財を県民の財産として，保存，継承し，地域文化の振興を図る。
◇　文化施設の早期復旧を図るとともに，将来の地域発展を担う子どもたちの創造性を育み，コミュニティ意識の醸成や個性豊かな地
域づくりを支援するため，学校や児童館，公民館など身近な場所における少人数・体験型の文化芸術事業に取り組む。

施策に関する社会経済情勢等の状況　（全国・隣県・本県の状況，法令・条例・計画等策定の状況等について）
・各個人が自立した一人の人間として力強く生きていくために必要な知識・技能を身につけるための学習機会の提供が求められている。また，震災から
の復興に向けて，個人の学習成果を地域に還元し，地域づくりや生涯学習活動を推進する人材の育成が求められている。
・ライフスタイルの変化や生涯学習としての文化芸術へのニーズが高まっているほか，子どもの感性や創造性，コミュニケーション能力の充実のために
も，文化芸術活動への身近な取り組みがますます必要とされている。
・震災後の精神的な支えとして，さらには地域コミュニティ復活の核として文化芸術の果たす役割が期待されている。
・健康志向の高まりにより，スポーツやレクリエーションに対する関心が高まっている。生涯にわたって，年齢・関心・技術に応じ，様々な形でスポーツに
親しみ充実したスポーツライフが送れる県民総スポーツ社会の実現が求められている

　

親しみ充実したスポーツライフが送れる県民総スポーツ社会の実現が求められている。

決算（見込）額
（千円）

年度 平成23年度
（決算（見込）額）

平成24年度
（決算（見込）額）

平成25年度
（決算（見込）額）

県事業費 2,225,169 - -

※決算（見込）額は「宮城の将来ビジョン推進事業」と「取組に関連する宮城県震災復興推進事業」の合計額（再掲分含む）

目標指標等

　※達成度
　　Ａ：｢目標値を達成している｣
　　Ｂ：｢目標値を達成していないが,設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と同方向に推移している,又は現状維持している｣
　　Ｃ：｢目標値を達成しておらず,設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と逆方向に推移している｣
　　N：｢現況値が把握できず,判定できない｣ 初期値

（測定年度）
現況値

（測定年度）
目標値

（測定年度）
達成
度

1 災害復旧工事が完了した県立社会教育施設・社会体育施設数（施設）〔累計〕
0施設
(0%)

(平成22年度)

4施設
(30.8%)

（平成23年度）

13施設
(100%)

（平成25年度）
Ｂ

2 被災文化財（国・県指定）の修理・修復事業着手数（件）〔累計〕
0件
(0%)

（平成22年度）

25件
(30.9%)

（平成23年度）

80件
(98.8%)

（平成25年度）
Ｂ

■　施策評価　（原案）

施策の成果 評価の理由

目標指標等，県民意識
調査結果，社会経済情
勢，事業の実績及び成
果等から見て，施策に
期待される成果を発現
させることができたか
（震災からの復興が進
んでいるか）。

・目標指標等については，２つとも目標を達成すべく推移してはいるものの，平成２５年度の目標値に対し概ね３割の進捗
率にとどまっていることから，事業の更なる推進が必要である。
・県立社会教育施設については，８施設中２施設，県立社会体育施設については，５施設中２施設が完了。残りの施設に
ついては，災害査定は完了している。
・被災文化財の修理・修復事業着手数については，８０件中２５件について修復事業の補助を行っているが，平成２３年度
の目標値とのかい離が大きい。
・県民の学習機会の提供や，文化芸術の振興については，事業規模を縮小して実施せざるを得なかったことから，一層の
充実が必要である。
・以上のことから，施策の目標である「生涯学習・文化・スポーツ活動の充実」はやや遅れていると判断する。

【評価】

やや
遅れている
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施策を推進する上での課題と対応方針　（原案） ※施策が直面する課題や改善が必要な事項等
※今年度の対応状況を含む今後の対応方針

【課題】
・津波で被災した松島自然の家は，現地建て替えが不可能なことから，移設による施設再建を計画的に進めていく必要がある。
・被災文化財は，有形文化財，無形文化財，記念物に及び，種類や件数が多いために修理・修復費用が多額になる。そのため，所蔵者及び補助を行
う自治体の財政負担が大きくなる恐れがある。

【対応方針】
・早期復旧に向けて，文科省・地元市町村や関係者等と調整し事業を進めていく。
・平成２３年度は県及び市町村指定文化財も含めて，自治体負担分については８０％の特別交付税が措置されており，特別交付税については平成２４
年度も継続要望していく。また，平成２３年度同様，国・県・市町村指定，国登録文化財の修復にかかる個人・法人の所有者負担に対しては震災復興基
金の運用を図る。
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評価対象年度 平成23年度 政策 6 施策 3

目標指標等の状況

※目標指標等の達成度　Ａ：「目標値を達成している」
　 　　　　　　　　　　 　　 　 Ｂ：「目標値を達成していないが，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と同方向に推移している，又は現状維持している」
　　　　　　　　　　　　 　　   Ｃ：「目標値を達成しておらず，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と逆方向に推移している」
　　　　　　　　　　　　 　　　 Ｎ：「現況値が把握できず，判定できない」

1

目標指標等名（下段：説明） 評価対象年度 初期値 H23 H24 H25 H26

災害復旧工事が完了した県立
社会教育施設・社会体育施設
数（施設）〔累計〕

指標測定年度 H22 H23 H24 H25 -

目標値(a) -
5施設
38.5%

-
13施設
100%

-

公立社会教育施設・公立社会
体育施設の災害復旧事業が
完了した施設数

実績値(b)
0施設
0%

4施設
30.8%

- - -

達成(進捗)率(b)/(a) - 80% - - -

達成度 - Ｂ - - -

目標値の
設定根拠

・被害を受けた社会教育施設８施設，社会体育施設５施設の復旧完成施設数。

実績値の
分析

・平成２３年度では社会教育施設２施設（伊豆沼サンクチャリーセンター,美術館），社会体育
施設２施設（宮城球場，仙南総合プール）の工事が完了した。

目標指標等名（下段：説明） 評価対象年度 初期値 H23 H24

47件

H25 H26

被災文化財（国・県指定）の修
理・修復事業着手数（件）〔累

指標測定年度 H22 H23 H24 H25 -

80件

0

2

4

6

8

10

12

14

H22 H23 H24 H25

目標

実績

0

80

90

2
-

47件
58.0％

-

-

理・修復事業着手数（件）〔累
計〕 目標値(a)

- -

達成(進捗)率(b)/(a)

- Ｂ - -

80件
98.8%

-

-

目標値の
設定根拠

・現状での文化財所有者等の意向をもとに，修理・修復のための環境整備や技術的問題を
考慮して目標値を設定した。

各市町村教育委員会からの実
績報告に基づき県が補助する
被災文化財の修理・修復事業
着手数

実績値(b)
0件
0%

25件
30.9%

実績値の
分析

53% - - -

達成度

・被災文化財所有者等と修理・修復の調整をし，修理事業の補助を行い，平成23年度では
25件(国指定文化財17件・県指定文化財8件)に着手することができたが，平成23年度の目標
値とのかい離が大きく，事業の更なる促進が必要である。
・なお，当初修理・修復の補助を予定していた被災文化財が，所有者等との調整により国の
補助や所有者単独での実施に変更されるなど，県の補助が不要となったものが出てきてい
ることから，今後は目標値の見直しが必要である。
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評価対象年度 平成23年度 政策 6 施策 3

宮城県震災復興推進事業

番
号

事　業　名
平成23年度
決算（見込）額
（千円） 事業の状況

担当部局・課室名 特記事項

1

公立社会教育施設災害
復旧事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

②有効性 ③効率性 次年度の方向性

生涯学習課

42,210

震災で甚大な被害を受けた県立社会教育施設を
復旧するとともに，使用が困難になった市町村の
公民館等の社会教育施設の再建，復旧に対して
支援する。

・県立社会教育施設８施設については災害査定が全
て完了しているが，工事が完了した施設は２施設にと
どまっている。市町村社会教育施設申請予定の２０６
施設のうち，災害査定終了が１３２施設，交付決定済５
１施設，実績報告提出施設３４施設となった。

➊
０１

緊
急

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性

- 42,210 - -

ビジョン
妥当

成果があっ
た

課題有

次年度の方向性

生涯学習課

H23 H24
維持

H22

・他の補助制度を利用する博物館で申請が減ったもの
の，申請予定４施設のうち２施設が事業完了した。残り
２施設（１施設は工事完了分の補助申請済みだが，さ
らに工事が必要。もう１施設は未着工。）については，
平成２４年度への継続が必要である。

概ね効率的

H25

関連：取組23

ある程度
成果があっ
た

2

私立博物館等災害復旧
費補助事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

①必要性

35,417

被災した私立博物館等の復旧を図るため，被災
事業者が実施する災害復旧事業に要する費用の
一部を補助する。

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性

➊
０２

緊
急

教育庁
事業の分析結果

H23 H24 H25

関連：取組23 - 35 417 - -

ビジョン
妥当 廃止

H22

た急 関連：取組23 - 35,417 - -

3

公立社会体育施設災害
復旧事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

②有効性 ③効率性 次年度の方向性

スポーツ健康課

1,246,786

震災により被害を受けた社会体育施設（総合運
動公園，宮城野原公園総合運動場等）の復旧工
事を行うとともに，使用が困難になった市町村の
社会教育施設の再建，復旧に対して支援する。

・被害を受け災害復旧事業を行う５施設の社会体育施
設のうち２施設が完了。３施設は繰越事業。

➊
０３

緊
急

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性

- 1,246,786 - -

ビジョン
妥当

成果があっ
た

効率的
H23 H24

維持
H22 H25

関連：取組23

次年度の方向性

生涯学習課

・震災による影響から，全講座数が６６から４９に減少し
た。ＮＰＯ等の企画協力による６講座を休止するなど，
事業全体が縮小されたことから，全受講者数の大幅な
減少がみられた。一方，社会教育施設や団体の職員
による積極的な受講が増えるなど，復興に向けた生涯
学習推進に向け，学習需要の変化が見られた。

課題有
ある程度
成果があっ
た

4

みやぎ県民大学推進事
業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

①必要性

2,552

震災からの復興に向け，地域において生涯学習
を推進する人材の育成と，その活用を図るため，
学校や社会教育施設，ＮＰＯ等との連携・協力に
より，多様な学習機会を提供する。

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性➊

０６

教育庁
事業の分析結果

H23 H24 H25

取組23 - 2,552 - -

ビジョン
妥当 拡充

H22
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5

協働教育推進総合事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

②有効性 ③効率性 次年度の方向性

生涯学習課

11,663

震災により子どもを育てる環境が大きく損なわれ
ていることから，子育てサポーターの養成など地
域が協働して子どもを育てる仕組みづくりを積極
的に推進し，地域全体で子どもを育てる体制の整
備を図る。また，被災による生活不安や心の傷を
有する親子を支援し，家庭の教育力の向上を図
るため，家庭教育に関する情報提供を行う。

・協働教育プラットフォーム事業（１５市町実施）
・教育応援団事業の実施（１８１件　認証・登録）
・「協働教育の推進」を具現化するための事業を行って
いる市町村数（３１市町村）
・コーディネーター養成研修会の開催（年３回）
・地域活動支援指導者養成研修会の開催（年２回）
・子育てサポーター養成講座の開催（１２０人受講）
・子育てサポーターリーダー養成講座の開催（１４人）
・子育てサポーター・サポーターリーダーフォローアッ
プ講座の開催（１０８人受講）

➊
０７

教育庁
6②❶ 再掲 事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性

- 11,663 - -

ビジョン
妥当

成果があっ
た

効率的

次年度の方向性

スポーツ健康課

H23 H24
拡充

H22

・震災下にあっても，石巻市・登米市・栗原市の３市に
おいてクラブが新設する等，現在３４クラブが活動して
おり，避難所でも地域コミュニティの核として各クラブが
果たした役割は大なるものがあった。また，スポーツ活
動を通して地域住民のスポーツ活動を推進するととも
に，仮設住宅等における入居者の健康・体力維持に
関わる活動を継続している。

効率的

H25

取組14(※06)

成果があっ
た

6

広域スポーツセンター
事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

①必要性

7,200

被災者を含むすべての県民の健康増進と活力維
持を図るため，地域や年齢・性別，障害の有無に
関わらず，だれもがスポーツに親しめるよう，みや
ぎ広域スポーツセンターの機能拡充により，総合
型地域スポーツクラブの創設や運営に対する支
援を行う。

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性➊

０８

教育庁
事業の分析結果

H23 H24 H25

取組23 - 7,200 - -

ビジョン
妥当 維持

H22

スポーツ選手強化対策

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

被災者の活力と希望を生み出し，県民の生涯ス
ポーツへの参画を促進するため，スポーツにおけ
る国際大会 全国大会等で活躍できる選手の育

・国民体育大会において，総合成績２１位ではあった
が，震災影響のある中にあっては，目標である１０位台
の維持には届かなか たものの 概ね評価できる成績

7

スポ ツ選手強化対策
事業

②有効性 ③効率性 次年度の方向性

スポーツ健康課

132,581
る国際大会・全国大会等で活躍できる選手の育
成を支援する。

の維持には届かなかったものの，概ね評価できる成績
であった。被災下にあっても県民がスポーツへの関心
を繋ぎ，復興への大きな活力となった。

➊
０９

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性

- 132,581 - -

ビジョン
妥当

成果があっ
た

効率的

次年度の方向性

生涯学習課

H23 H24
維持

H22

・東日本大震災の被災地の県立図書館として，大震災
に関する資料を広く収集，整理して「東日本大震災文
庫」を創設する作業を行った。

概ね効率的

H25

取組23

成果があっ
た

8

震災資料収集・公開事
業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

①必要性

2,000

東日本大震災を後世に伝えるため，震災に関す
る図書・雑誌などを収集するとともに，県図書館内
にコーナーを設置し，広く県民の利用に供する。

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性➊

１０

教育庁
事業の分析結果

H23 H24 H25

関連：取組23 - 2,000 - -

ビジョン
妥当 維持

H22

655



次年度の方向性

文化財保護課

・被災文化財所有者等と修理・修復の調整を行い，修
理事業の補助を行った。
 　２５件 （国指定文化財１７件，県指定文化財８件）

概ね効率的
成果があっ
た

9

指定文化財等災害復旧
支援事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

①必要性

3,721

震災により被害を受けた文化財の修理・修復を図
るため，修理・修復費用に対する補助を行う。

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性➋

０１

教育庁
事業の分析結果

H23 H24 H25

関連：取組23 - 3,721 - -

ビジョン
妥当 維持

H22

10

被災有形文化財等保存
事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課

1,500

震災により破損した登録有形文化財(建造物・美
術工芸品)を対象に，修理事業等に対する補助を
行う。

・登録文化財（建造物）1件の修理事業の補助を行っ
た。

➋
０２

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性

- 1,500 - -

ビジョン
妥当

成果があっ
た

概ね効率的

次年度の方向性

H23 H24
維持

H22

・重要無形民俗文化財（雄勝法印神楽保存会）ほか１
団体に用具等整備の補助を行った。

H25

関連：取組23

11

無形民俗文化財再生支
援事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

①必要性

400

震災で活動母体のコミュニティが失われたり，用
具が流出・損傷したりして，活動の継続が困難に
なった地域の祭礼行事や民俗芸能等の無形民
俗文化財保持団体に対して，行事や芸能の再開
を促すとともに，伝統文化の実施を通したコミュニ
ティ再生の一助とするために，用具等の備品の整
備を支援する。

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性➋

教育庁
1①❹ 再掲 事業の分析結果

次年度の方向性

文化財保護課 概ね効率的
成果があっ
た

①必要性 ②有効性 ③効率性➋
０３ H23 H24 H25

関連：取組23 - 400 - -

ビジョン
妥当 維持

H22

12

復興事業に伴う埋蔵文
化財の発掘調査事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

②有効性 ③効率性 次年度の方向性

文化財保護課

607

復興事業に係る発掘調査について，市町村単独
での実施が困難な場合，被災住民及び被災自治
体の負担軽減を図るとともに，発掘調査を迅速に
推進する必要があることから，県が調査を実施又
は調査に協力する。

・各市町村と復興事業に係る発掘調査について調整を
行った。
・発掘調査は，具体の事業実施が無かったことから実
施はない。

➋
０４

教育庁
事業の分析結果

年度別決算（見込）額（千円）
①必要性

- 607 - -

ビジョン
妥当

成果があっ
た

効率的

次年度の方向性

文化財保護課

H23 H24
維持

H22

・震災復興に伴う特別名勝松島の保存管理の在り方検
討会を３回実施し，基本方針を示した。
・震災復興に伴う特別名勝松島の保存管理の在り方検
討会調整会議を３回実施し，各市町村の事業計画等
の調整を行った。

効率的

H25

関連：取組23

成果があっ
た

13

「震災復興に係る特別
名勝松島保存管理検討
会」事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

①必要性

562

特別名勝松島地域の復旧・復興事業を円滑に推
進するため，特別名勝としての文化財的価値と復
興計画の両立を図るための検討・調整を行う。

年度別決算（見込）額（千円）
②有効性 ③効率性➋

０５

教育庁
事業の分析結果

H23 H24 H25

関連：取組23 - 562 - -

ビジョン
妥当 縮小

H22

14

県民会館施設整備事業

事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

②有効性 ③効率性 次年度の方向性

727,430

本県の文化芸術活動の中核である宮城県民会
館の修繕を早急に実施し，早期の施設再開を目
指す。

・被災箇所が極めて広範囲にわたり調査・設計等に期
間を要したが，修繕工事に全力で取り組み，６月１６日
に再開館が決定。

➋
０８ 環境生活部

事業の分析結果
年度別決算（見込）額（千円）

①必要性

消費生活・文化課緊
急

妥当
成果があっ
た

H22

関連：取組23

ビジョン
効率的 維持

- -

H23 H24 H25

727,430 -
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事業概要 平成２３年度の実施状況・成果

10,540

県民に対して，優れた芸術文化の鑑賞と発表の
機会を広く提供するとともに，被災市町等の学校
や公共施設，福祉施設等に重点的にアーティスト
を派遣し，子どもたちを中心に地域住民が身近に
芸術文化に触れ合うことのできる少人数・体験型
の事業を実施する。

・平成23年度は東日本大震災の影響により，イベント
型の事業を全て中止としたほか，ワークショップ・アウト
リーチ等の少人数・体験型事業についても市町村にお
ける実施回数が減少。一方で被災地支援を目的に関
係機関との連携による事業を拡充。

妥当
ある程度
成果があっ
た

H24

10,540 - -

年度別決算（見込）額（千円）
➋
０９

環境生活部
事業の分析結果

維持

みやぎ県民文化創造の
祭典（芸術銀河）開催事
業

③効率性 次年度の方向性①必要性

H25

取組23 -

ビジョン

決算（見込）額計 2,225,169

②有効性

決算（見込）額計（再掲分除き） 2,213,106

H23H22
概ね効率的消費生活・文化課

15
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